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長崎港元船地区の概要

長崎港元船地区の概要

長崎港元船地区整備構想とは

　九州の西端に位置する長崎港は、南西から北東に深く湾入し、港口付近に大小の島を有した天然の良
港であり、その姿から「鶴の港」とも呼ばれてきました。
　長崎港は、1571年にポルトガル船の入港を契機に開港して以来、西洋・東洋を問わず海外との交易を
通じ、幅広い文化に触れ、取り込むことで独自の文化を発展させ、日本の発展に寄与してきた「交流の港」
です。
　元船地区周辺では、大正期に出島岸壁（現在の出島ワーフ前）が完成し、日華連絡船（上海航路）をは
じめとした国際船の交流により文化の発展に寄与してきました。
　その後、倉庫群が建ち並び、県民の日常利用からは閉ざされた空間となっていましたが、「アーバン・ル
ネサンス構想２００１」の先行事業である内港地区再開発事業により、現在の元船埠頭が整備され、平成
7年には「長崎港ターミナルビル」が完成し、その後、上屋や駐車場、広場が整備されました。
　現在は、五島市（福江、奈留）、新上五島町（有川、奈良尾）、伊王島、高島への離島・沿岸航路が就航し、
軍艦島クルーズを含め年間、延べ約100万人が利用する長崎の海の玄関口として活躍しています。また、
長崎港全体の海上貨物量の約８割（年間）にあたる約100万トンを取り扱うほか、福江港（五島市）の貨
物量のうち、約８割にあたる約80万トンが元船地区から移入されるなど、離島物流の要所として、五島列
島の生活を大きく支えています。
　さらに、当地区には大規模商業施設の立地や、ヨットハーバー、長崎くんちの御旅所で利用される広場
を有するなど、臨海部のにぎわい機能も有しています。
　そのような中、現在、長崎港周辺では、2022年9月に開業した九州新幹線西九州ルートをはじめ、長崎
駅周辺整備と一体となった新たな商業施設・ホテルが開業し、隣接エリアでは、サッカースタジアムや、
バスケットボールのホームアリーナなどと複合した商業開発が進められているなど、長崎のみなとまちは、
100年に一度と呼ばれる変革期を迎えており、多くの観光客の来訪や県民の利用が想定されています。ま
た、長崎港周辺には、世界文化遺産である「明治日本の産業革命遺産」、「長崎と天草地方の潜伏キリシタ
ン関連遺産」の構成資産が隣接しており、海外との交流人口の拡大も期待されています。
　現在の元船地区の姿となってから、約30年が経過した今、令和５年に、「長崎港元船地区整備構想検
討会議」を設置し、老朽化やバリアフリーへの対応、安定的かつ利便的な船舶の利用などの課題解決を図
る港湾機能の再編に併せ、周辺地区と調和したにぎわいのある「みなとまちづくり」のため、「長崎港元船
地区整備構想」を策定しました。
　なお、あくまで構想であるため、記載どおりの整備が実施されるとは限りません。
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　以下に示す「長崎港元船地区周辺」を整備構想の対象エリアとします。
　また、本構想の検討にあたっては、長崎駅周辺のベイエリアや、まちなかとの移動円滑性も考慮することとします。

【 長崎港元船地区周辺の現状 】

●
歴史文化博物館

●
新長崎駅ビル

●長崎駅

●

●
防災緑地

●
県警本部

●
出島メッセ

●
市庁舎跡地

●
市立図書館

●
長崎市役所

●
市民会館

●
眼鏡橋

●
崇福寺

●
新地中華街

●
県美術館

●
出島●

出島ワーフ

●
県庁舎跡地

●
長崎港ターミナル

●
水辺の森公園

長崎港元船地区周辺

長崎県庁

船名 船種 旅客数 便数 寄港地

びっぐあーす
Vアイランド
ぺがさす
ぺがさす2
シープリンセス
シーエンジェル
鷹巣
俊寛

高速船
高速船
高速船
高速船
高速船
高速船
高速船
高速船

300
79
257
257
140
140
150
268

3便／日

4便／日

3便／日

8便／日

3便／日

2便／日

長崎～鯛ノ浦漁港

長崎～有川

長崎～伊王島～高島

長崎～（奈良尾漁港）～
福江～（奈良尾漁港）

長崎～（奈良尾漁港）～
福江～（相ノ浦［奈留］）～
（奈良尾漁港）

長崎～福江

運航船社名

五島産業
汽船

九州商船

野母商船

船名 係留岸壁 積載能力 便数 寄港地

椿

万葉

元船
（-6m）

自 動 車
トラック
旅 客

48台
18台
482名

トラック 14台
元船

（-4.5m）

運航船社名

九州商船

五島汽船
協業組合

フェリー
さくらⅡ

元船Ｃ棟上屋（ドラゴンプロムナード）
元船Ｂ棟上屋
長崎港ターミナル駐車場（立体）
長崎港ターミナルビル
大波止ビル
フェリー用可動橋
ターミナルボーディングブリッジ

施設 経過年数（2023年度時点）
❶
❷
❸
❹
❺
❻
❼

25
29
28
28
54
28
28
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● ターミナル施設の機能充実（物販・飲食機能の拡張、観光案内設置）
● ターミナル駐車場の機能向上（駐車容量増大、ターミナルと連結）
● 景観性向上（施設の緑化や長崎港全景を望む視点場整備）
● 広場の利用促進、交流施設の誘致（多くの来訪者でのにぎわい）
● 歩行者回遊性の向上（地区内回遊と他地区との動線連動）
● 交通渋滞の緩和
● 休息空間づくり（休息スペース）

元船地区の課題とニーズ

●岸壁や駐車場、上屋などの老朽化
●上屋と岸壁が遠く、荷役が非効率
●屋根や庇がなく、雨天時に貨物に影響を及ぼす
●ターミナルの一部がバリアフリー化
　されていない

●多用途での利用により車両
が輻輳し、渋滞発生
●駐車場が狭く、満車状態となる
●長崎駅からの歩行者動線が
不明確（案内性不足）
●道路が歩車分離されておら
ず安全性が低い

●上屋が多く、海の玄関口としての
にぎわいが創出されにくい
●観光クルーズ乗船箇所が集約さ
れていない
●大型ヨットの停泊スペースがない

●緑地が少なく、休息できる
空間がない
●団体で利用できるような
　空間がない
●既存広場はイベントが少な
く、利用者が少ない

●海に開かれた眺望する場
が少ない
●歩道が狭く、緑が少ない
●夜間照明での夜景への配
慮ができていない
●周辺エリアとの施設デザイ
ンが統一されていない

　元船地区では、各施設の供用から30年程度が経過し、施設の老朽化が進んでいるほか、非効率的な物
流や、にぎわい不足、道路混雑など、様々な課題が生じており、利用者からは、ターミナル機能の向上や広
場空間の創造、にぎわい創出、回遊性の向上などの意見が挙がっています。
（令和４年５月、12月に元船地区利用者に対しアンケートを実施：686件）

【 人流・物流 】 【 にぎわい 】

【 交通 】 【 景観 】 【 広場 】

利用者
からの
主なニーズ

元船地区の

課題

長崎港元船地区の概要
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【事業主体】株式会社ジャパネットホールディン
グス
【事業期間】令和６年10月14日開業予定
【整備概要】サッカースタジアムを中心にアリー
ナ・オフィス・商業施設・ホテルなどの周辺施
設を民間主導で開発するプロジェクト

　現在、元船地区周辺では、各種開発が進められています。
　長崎駅は従前より西側に新設され、令和４年９月に西九州新幹線が開業し、新駅ビルも令和５年11月に
開業しました。また、北部では、「長崎スタジアムシティプロジェクト」、南部では、「松が枝地区２バース化
事業」によるクルーズ船受入拠点整備などが進められており、インバウンドを含めた観光客の増加や地元
利用者の増大により、臨海部の姿が大きく変わっていくことが予想されます。
　本構想により、まちなかエリアとも連携し、港湾機能や周辺施設の更なる利便性向上、臨海部である強み
を生かしたにぎわい創出のための整備の実現に向け、進み出すことが重要となってきます。

【長崎港周辺エリアの各種開発概要図】

長崎市街地周辺の姿が大きく様変わりする中、
元船地区の課題を解決しつつ、周辺地区と調和
した「みなとまちづくり」のためには

港湾機能および
観光・交流機能を含めた
「長崎の海の玄関口」のあり方
検討が必要

・荷捌きの効率性
・フェリーの継続的な運行
・交通渋滞および車輌錯綜
・歩行者回遊性不足、歩行者の安全性
・上屋・立体駐車場の老朽化
・臨海部としての賑わい不足　　　等

【主な課題】 

【事業主体】九州旅客鉄道株式会社
【事業期間】令和５年11月開業
【整備概要】長崎駅前に人々が訪れ、集う、新
たなランドマークとしての賑わい拠点の形成
（ホテル、オフィス、商業施設、広場）

(令和５年４月)

【事業主体】長崎市
【施設概要】新たな文化施設。
鑑賞・発表機能（ホール
1000席程度）、創造支援機
能（創作・イベントルーム、
創作活動室）、交流促進機
能（交流スペース、情報コー
ナー、イベント・展示スペー
ス）、その他

【事業主体】国土交通省、長
崎県
【事業期間】令和10年度末
【整備概要】海の国際玄関
口として、大型クルーズ船
が２隻同時着岸できるよ
う、岸壁延伸を行うことで、
インバウンドを核とした賑
わいの創出、地域の活性化
を目指す。

【事業主体】長崎県
【基本理念】『歴史が息づく地で、賑わいと交流による新たな価値を創造する』
【整備する機能】
●県民市民の憩いの場や、様々なイ
ベント等による賑わいの場として利
用できる「広場」

●この地の歴史の変遷や世界遺産な
ど本県の魅力を体感していただく
「情報発信機能」

●本県の将来の発展に資する、若者
や女性、ＮＰＯ等の多様な交流を
促進する「交流支援機能」

　・県警本部跡地では、産学官等の
連携によるオープンイノベーション
を推進

長崎スタジアムシティプロジェクト

松が枝地区2バース化事業

JR長崎駅ビル開発関係

長崎市新たな文化施設基本計画(令和4年7月)県庁舎跡地整備基本構想

周辺エリアの開発概要

長崎駅周辺エリア（陸の玄関口拠点）

業務機能を維持しつつ、公共施設の再編
を核として新たな交流を生み出す

業務機能を維持しつつ、
公共施設の再編を核とし
て新たな交流を生み出す

松が枝周辺エリア
（海の国際玄関口拠点）

来訪者を迎え入れる陸の玄関口として、
集中的な都市基盤整備を行う

中央エリア（交流と賑わいの拠点）

長崎スタジアムシティ
プロジェクト

歴史文化
博物館新長崎駅ビル

アミュプラザ

崇福寺

長崎駅
県庁

県警本部

県美術館

孔子廟

防災緑地
市立図書館

市庁舎跡地

県庁舎跡地離島航路
ターミナル

元船地区

出島ワーフ

新地中華街

グラバー園

松ヶ枝国際
ターミナル

水辺の森公園

大浦天主堂

眼鏡橋

出島

新市庁舎
市民会館

出島メッセ

まちなかエリア
（歴史と賑わいの拠点）

離
島か
らの
人
流

海外からの人流
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区分

都市計画

県都市計画区域マスタープラン
（平成26年10月 長崎県）

●長崎都心部は、国際的な観光・文化交流の拠点として、にぎわいのある
活力と魅力的な都市空間の形成が求められる。
●元船地区から常盤・出島地区については、臨海部に港湾関連施設と親
水空間を有し、その背後には芸術文化施設を備えた商業・業務地として
位置。

●長崎駅と離島航路を直結する新たな機能を導入し、陸・海のゲートウェ
イ（玄関口）を結びつけることにより、離島への利便性を高め、観光客
の誘導により離島の活性化と産業振興に繋げていく。更に、県内各地の
観光地へ観光客を誘導し、県全体の産業振興に繋げていく。

●長崎にふさわしい拠点として、新駅舎から長崎港ターミナルに至る動線
（歩行者通路等、シャトルバス）を検討する。

●４エリア（長崎駅周辺エリア（陸の玄関口拠点）、松ヶ枝周辺エリア（海
の国際玄関口拠点）、中央エリア（交流と賑わいの拠点）、まちなかエリ
ア（歴史と賑わいの拠点))との連携を強化し、多くの人々が広く回遊で
きるようにしていくことが必要である。

●世界・日本新三大夜景である夜間景観の整備と魅力向上
●ICTを活用したわかりやすい交通案内・情報発信の強化

●長崎港は、海への眺望を妨げない施設配置、建物の色彩によって周囲
の景観と調和したものとする。

●長崎の夜間景観の目標を「世界一の夜景都市」とする。
●元船地区も夜間景観に配慮する。

●元船エリアは、人流・交流ゾーンに特化し、賑わいの空間を創出する。
●新駅舎と離島ターミナルとの動線を段階的に確保する。
●尾上～元船エリアと長崎駅、まちなかの３つの拠点をつなぐ機能の強化
により、回遊性を確保していく。

●元船地区は離島と本土とを結ぶ重要な拠点。
●尾上地区から松が枝地区にかけての地区は、交流拠点ゾーンとする。

●海の玄関口である長崎港は、湾内や対岸からの見え方への配慮や親水
性のある開放的な景観づくりを進める。景観に配慮した港の機能向上と
ともに周辺の観光資源との回遊性の確保に努める。質の高いデザインの
創出を目指す。
●長崎港ターミナル周辺は長崎市の海の玄関口として、観光・レクリエー
ション活動を支える港湾として、港湾機能の維持・充実を図る。

都市計画マスタープラン
（平成28年12月 長崎市）

「長崎市中央部・臨海地域」
都市・居住環境整備基本計画

（平成25年3月 長崎市・長崎県）

「長崎市中央部・臨海地域」
長崎駅周辺エリア整備計画

（平成25年3月 長崎市・長崎県）

都市再生の全体概要図
（平成26年3月31日 長崎県）

長崎市観光・MICE戦略
（改定 令和3年 長崎市）

長崎市景観計画
（改定 令和4年4月 長崎市）

環長崎港夜間景観向上基本計画　
（平成29年5月 長崎市）

長崎港長期構想
（平成24年3月 長崎県）

長崎港港湾計画
（平成26年7月改訂）

観光

景観計画

港湾
関連計画

長崎駅
周辺
エリア

計画名 元船地区の役割

関連計画における元船地区の役割

　以下に示す既定の各種関連計画において、元船地区の役割がまとめられています。
　都市計画や港湾計画関係としては、観光・レクリエーション活動を支えることや、人流・交流ゾーンとして賑
わいの空間を創出していくこと、長崎駅周辺や松が枝周辺エリアとの回遊性を高めていくこととなっています。
　また、観光戦略や景観計画においては、夜間景観への配慮や海への眺望を妨げない施設配置、周囲の景観
と調和していくこととなっています。

長崎港元船地区の概要
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整備の方向性

エリアゾーニング

　本コンセプトの実現に向けたゾーニングとして、「国内ターミナル機能」を西側に機能集約することで、利
便性を向上します。さらに、東側に「観光・交流機能」を配置することで、ベイエリアの横断的連携が可能
となります。また、２つの機能は一部重複させ、ターミナル利用者と観光交流機能を連動させることで、更
なるにぎわいを創出していくことを目指しています。

長崎元船OASIS
～海と船の楽しさを感じる、島と食と人との交流空間～

O c e a n
A m u s e
S h i p
Sea food
Intersect
I s l a n d
S p a c e

【 OASIS 】
：海（長崎港）
：お楽しみ
：船
：海産物
：交差する
：島
：空間

コンセプト

　元船地区は、まちの歴史を繋いできた中で、海や様々な船の航行を日常的に感じ、島や人との交流により、
賑わいを見せるまちなかに存在する「海の玄関口」です。それら一つ一つが重なり、一度に体験できること
が、唯一無二である元船地区らしさであり、他にはない楽しさを感じます。また、漁獲魚種が全国一といった、
長崎の海の幸も特別な存在意義を放ちます。 
　課題や県民の想い、周辺のまちづくりとの連携を踏まえ、元船地区らしさを活かし、海陸交通の交流拠点
としての更なる発展のため、「海と船の楽しさを感じる、島と食と人との交流空間」を創造していきます。

ま
ち
な
か
と
の
連
携

動
線
連
動

ターミナル
利用者との連動

動線連
動

横断的連
携

国内ターミナル機能

観光・
交流機

能

観光・
交流機

能

観光・
交流機

能

N
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ポイントおよび取組イメージ

　以下に示す、５つのポイントおよび取組イメージにより、コンセプトの実現を推進していきます。

　離島・沿岸諸島も含めた利用者に対し、ターミナル施設の機能向上等を図るとともに、駐車場機能強
化等による利便性向上を図ります。また、地震時などの緊急時においても定期旅客フェリー等が継続的
に運航できる機能強化および、効率的な物資供給が可能となるふ頭機能強化を図ります。

❶ ターミナル施設の機能充実、バリアフリー化・延命化の推進

暮らしを支える国内ターミナル機能等の強化による利便性向上ポイント

ポイント

【取組イメージ】

【取組イメージ】

整備の方向性

1

　観光客にとって、観光クルーズが利用しやすい施設配置や、県民にとっても利用しやすい観光・交流
機能、レクリエーション機能を強化することで、臨海部の更なるにぎわいを創出します。

　ターミナル施設のバリアフリー化を図り、駐車場の再整備および車両待機スペース・動線を見直します。
（例）ターミナル内延命化、ボーディングブリッジ改修、駐車場改築・ターミナルと連結　など

❷ 岸壁の耐震性検討と対象船型の見直し

❸ 上屋の再配置と機能強化

　旅客埠頭において、地震時での継続的な運航を可能とするため、耐震性を持つ岸壁の整備や可動橋の
複数化、また、国内ターミナル機能の集約を目的とした船舶の再配置を検討します。
（例）岸壁整備・可動橋整備検討、船舶再配置　など

　国内ターミナル機能集約化のため、上屋利用を元船地区内での海上定期貨物に区分し、併せて荷捌き・
保管作業の効率化を目的に上屋整備を実施します。
（例）上屋機能の集約、機能高度化した上屋改築　など

❶ 観光クルーズの再配置によるにぎわいづくり
　点在する観光クルーズ発着場の集約、待合施設の配置検討など環境整備を行い、やかた船やヨット等
を活用した新たなクルーズを検討します。
（例）観光クルーズ発着施設整備、待合所設置、新たなヨットクルーズの構築 など

❷ 港、水辺を活かした交流施設の配置による港の魅力の向上

❸ 広場活用によるにぎわいづくり

　国内ターミナル機能の集約によって生まれた土地に、臨海部である強みを活かした交流施設の新たな誘
致や、次世代技術を活用したDXによる魅力向上を目指します。
（例）地産地消飲食施設誘致、臨海部を活かしたにぎわい施設誘致 など

　新たな広場空間の創出や、既存のおくんち広場やプラタナス広場などで、イベント開催や憩い空間の利用促進
のため、広場機能の強化を図ります。
（例）給排水・給電設備設置、緑地化、休憩施設設置、マルシェや海産物を含めた朝市・夜市の開催 など

❹ 施設の立体活用による魅力の向上
　新たな駐車場や上屋、待合所等、建物の屋上部分を立体的に活用することで、レクリエーション機能の向
上を図ります。
（例）屋上スポーツ広場、屋上緑地広場、ビアガーデン、天体観測場 など

臨海部を活かした観光・交流機能等によるにぎわいの創出2
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【取組イメージ】

【取組イメージ】

【取組イメージ】

　交通拠点である元船地区の円滑な車両交通を実現し、バリアフリー歩行空間を確保するとともに、各施設間
の回遊性向上を図ります。また、案内性を高め、ウォーカブルな動線とすることで、ベイエリアやまちなかと元
船地区との結節強化を図ります。

車両や歩行者にとって優しいみちづくりによる回遊性向上ポイント3

　長崎港が広がりを魅せる眺望や、海を航行する船舶への視点場形成、夜景に配慮した照明施設配置
等や施設緑化により、心安らげる空間としての魅力向上を図ります。

❶ 道路・駐車場の再編整備による交通渋滞の緩和
　駐車場容量、交差点処理や車両動線のあり方を検討し、各種車両の輻輳を緩和させることで、交通渋
滞の緩和と安全な車両交通を目指します。
（例）道路拡幅、交差点改良、駐車場拡張　など

❷ 公共交通等によるターミナルへのアクセス性の向上
　公共交通のターミナル直結の停車場整備など、ハード、ソフト両面からターミナルへの利便性の向上を
図るとともに、新モビリティ等が乗降可能な空間整備を行います。
（例）バス・タクシーベイ設置、観光バス等停車場整備、自転車・新モビリティ乗降場整備 など

❸ 歩行者回遊性の向上
　元船地区内の歩行空間の再整備や施設間の連結により回遊性を向上させるとともに、ベイエリアやまち
なかと連動した、快適で魅力あるウォーカブルな空間を目指します。
（例）歩道（遊歩道）整備、施設間連絡通路設置、施設案内板設置、ウォーカブル空間構築 など

❶ 休息空間を含めた長崎港の景観性向上
　地区内に休息広場を配置し、そこから長崎港の視点場を確保することで、景観を楽しむことのできる空間
づくりを目指します。
（例）広場整備、休憩施設設置、緑地化、モニュメント設置、軽食施設の誘致　など

❷ 外から見る元船地区の景観性向上
　鍋冠山や立山、稲佐山といった高台や周辺地域への来訪者に対し、周辺地域と溶け込むなど景観に配慮
したデザイン性を確保し、更なる夜景空間の確保を目指します。
（例）デザイン配慮型施設整備、夜景に配慮した照明施設整備　など

港、海が感じられる景観による魅力の向上ポイント4

　元船地区を長期にわたり魅力あるみなとまちとしていくため、公共、民間が連携して施設の整備、運営、
維持管理を行うことで、利用者のニーズに柔軟に対応できるよう地区全体の質を向上させます。

❶ 民間活力の導入による官民連携事業の検討
　持続可能性に配慮した施設整備や施設の魅力の向上、効率的な管理・運営を行うため、公共と地元も一
体となった民間活力の導入を目指します。
（例）PPP・PFI事業の導入、ワンストップ窓口の設置　など

❷ 長期的かつ戦略的な施設メンテナンスの実施
　元船地区の施設の一体的かつ戦略的管理により、施設の機能を損なうことなく、安定的・長期的な公
共サービスを提供していきます。
（例）ライフサイクルコストを踏まえた施設修繕の実施、迅速な応急対応　など

官民が連携した整備、運営、維持管理の実施によるおもてなしの向上ポイント5
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具体イメージ

観光・交流機能の方向性への主な意見

方向性

【利用者アンケートでの主な意見】
・歩行者の移動回遊性の確保。
・施設の緑化や、長崎港全景を望む視点場の整備。
・休息空間づくりや、イベント広場などの利用促進。
・多くの来訪者でにぎわう新たな交流施設の誘致。

【検討会議での主な意見】
・長崎の魚を飲食できる空間や、市場などで購入したものを屋上で食べる、魚捌きなどの飲食までのコト体験
といった、港であることを活かした企画。
・修学旅行生やクルーズ客も含め、団体が食事できる機能。
・休息、物販、飲食機能を兼ね備えた軍艦島クルーズの待合所機能。
・イベント開催など柔軟な対応ができる広場機能。
・長崎の海、船を体験できるVRも含めた体験。
・楽しめるかつスムーズな回遊性のある動線。

【民間事業者サウンディング調査での主な意見】
・他地区と差別化できる海鮮や地場商品をメインとした飲食・物販機能としての活用。
・航路による人流を活かした水族館や温浴施設、ロープウェイ発着所、アーバンスポーツ施設、子どもの遊び
空間、ホテル等。
・屋上のロケーションを活かした展望庭園や、夜景演出、ビアガーデン等の利用。
・ターミナル利用者の憩い空間として、カフェや、キッチンカー等の配置。

【長崎港元船地区のブランド力を高めていく】

●長崎の農水産品を飲食できる空間や、魚捌きなど飲食までのコト体験や物販・配送等が可能となる空
間の配置。そのほか、海への眺望を活かした体験型施設や、温浴施設などの配置も考えられる。それら
の機能は、インバウンドや観光来訪者などの団体利用も可能であり、航路利用者の待合機能も兼ね、昼
間だけでなく、早朝や深夜等も利用可能といった機能性を有することが望ましい。

●イベント等利用（ハレ）や憩い・待合利用（ケ）となる緑化空間の配置。そこには、カフェやキッチンカー、
夜景演出、子どもの遊び場、フォトスポットの機能配置など、楽しくなる動線と空間を作る。それらの機
能は、屋上展望機能と一体に活用することも望ましい。

観光・交流機能の方向性と具体イメージ

　観光・交流機能の導入内容の検討にあたっては、他地区との差別化や周辺計画との調和に配慮する
必要があり、利用者アンケート結果や本検討会議、民間事業者へのサウンディング調査での意見を踏ま
える必要があります。

　各意見内容はコンセプトやポイント２、４とも方向性が合致していることを踏まえ、観光・交流機能は
以下のとおりの方向性とします。

　「長崎の海の玄関口」の発展のため、海陸の交通結節拠点としての機能を強化しつつ、海や船や
食など、臨海部であることを活かした交流空間を創造していく。

整備の方向性
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全体配置計画
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整備の方向性

全体配置計画の説明

▪北西部に新たに岸壁と可動橋を配置し、本箇所に定期貨物フェリーをシフトすることで、
国内ターミナル機能を西側に集約します。なお、西側岸壁は、定期旅客フェリーも利用
可能な構造とすることで、定期旅客フェリー運航のリダンダンシーが確保されます。
▪定期貨物フェリーや定期旅客フェリーに機能集約した上屋を新たに配置します。また、
上屋の屋上には、多目的機能（にぎわい施設や展望、緑地・広場機能など）の導入を目
指します。

A
ゾーン

▪各施設の連絡通路の配置や施設の合築等により、２階レベル以上での地区内歩行者の
回遊性の向上を図るとともに、プラタナス広場は、長崎駅と長崎港ターミナルをつなぐウォー
カブルな空間として活用します。
▪北側道路拡幅や交差点改良により、車両交通の円滑性を高めます。
▪三角広場は、出島ワーフと長崎水辺の森公園をつなぐイベント活用等が可能なオープン
スペースとして活用します。
▪既存岸壁は、大型ヨットや、やかた船等の多目的船の寄港による活用を促進します。
▪各施設のライトアップや岸壁照明等により、夜間景観にも配慮します。
▪上屋上層部や広場等には海が感じられる展望空間を配置します。

▪新たに、にぎわい施設や交流広場を配置し、プラタナス広場からの連続性に配慮します。
▪特に、長崎駅から長崎港ターミナルまでの歩行者動線を確保するための設備（スロープ
やエレベータ、エスカレーターなど）を配置し、回遊性を高めます。
▪にぎわい施設の前面には、軍艦島クルーズなどの観光クルーズ船の発着機能を一部集約
し、にぎわい施設周辺には、待合空間を配置します。

B
ゾーン

▪定期旅客フェリーの車両停車場を必要台数分、配置します。
▪ターミナル利用者や観光クルーズ利用者、広場利用者等にとって必要な台数を確保した
立体駐車場を新たに配置し、必要に応じて、駐車場は、にぎわい施設との複合化や併
設化を想定します。

C
ゾーン

▪長崎水辺の森公園や出島ワーフとの連続性を考慮した、広場空間を配置します。
▪広場は、長崎くんちの御旅所やイベント等で活用できる空間や、ターミナル利用者も含
めた、憩い空間を配置します。
▪また、必要に応じて、モニュメントやカフェ等の配置を想定します。

D
ゾーン

全 体
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